
安全衛生

日立金属グループは「安全と健康はすべてに優先する」という考え方のもと、「安全文化の浸透」
「安全な組織づくり」「設備の本質安全化」により、国内外の製造拠点で安全な職場づくりを推進して
います。また、2019年6月には「健康経営宣言」を行い、グループ全社の健康な職場づくりを強化し
ています。

安全な組織づくり
　2019年4月、人事総務本部の安全部門の人財を拡充し、新
たに「安全衛生推進部」を立ち上げました。安全衛生推進部では、
事業所の人数や規模によって必要な組織や資格取得者などを
定めた「安全組織のガイドライン」を作成し、4月から運用を促進
しています。2019年度中に、ガイドラインに準じた組織を、各
事業所に構築することをめざしています。

I安全衛生監査
　日立金属グループ安全衛生重点施策の活動や当社規則、関
連法規の順守状況を確認するとともに、管理監督者への安全
衛生教育を実施しています。2018年度は事業所に対する安全
衛生監査を通じて、安全衛生推進計画における安全衛生重点
施策の取り組みや化学物質関連の順法状況を確認するとともに、
管理監督者に対し災害の傾向からヒューマンエラーの防止対策
などの安全衛生教育を実施しました。

設備の本質安全化
　2021年度中期経営計画においては、設備の本質安全化施
策の実施に向けて年間20億円の安全新営の投資を計画してい
ます。2019年度はグループ全社で挟まれ・巻き込まれ安全対

策を優先して取り組むと同時にリスクアセスメントにより優先順
位の高い安全施策を実施していきます。

健康経営
　当社グループは、全従業員を対象にストレスチェックを実施し、
その結果に基づいた施策を実施するなど、こころとからだの健
康づくりを行っています。また、働き方改革により過重労働を
なくし、活き活きと働くことができる職場環境づくりにも力を注
いでいます。

　2019年６月には「健康経営宣言」を行い、従業員の健康管理
を経営課題として捉え、生活習慣病予防や禁煙支援などの取り
組みを進め、グループ全社の健康経営施策を強化しています。

健康経営宣言
日立金属株式会社は、『最良の会社』を具現して社会に貢献することを経営理念としております。
『最良の会社』は、「社員一人ひとりがこの会社で働くことを生きがいに思える」会社であり、社員が、日々笑顔で活き
活きと実力を発揮し、自分の成長を実感できる会社であるためには、一人ひとりがまず「健康」であることが不可欠です。
「安全と健康はすべてに優先する」という経営方針の下、安全活動とともに社員の「健康」に注力した活動を推進するこ
とをここに宣言します。
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落下衝撃力体感学習装置
25kgの重りを１ｍの高さから落下させ、その衝
撃力を缶コーヒーの空き缶の潰れ具合で見るこ
とができる。鋼塊運搬作業時の安全意識向上
につなげる。

回転物の巻き込まれ疑似体感学習装置
布や紐を機械装置の回転している軸に巻き込まれた場合の状況を実際に体感することができる。
家庭用扇風機相当のモーターでも減速することにより強い張力が発生する。

Iモノづくり安全体感教育による危険感受性向上
　当社の九州工場、桶川工場、グループの株式会社日立金属
ネオマテリアル吹田工場等では、従業員の危険感受性向上を目
的に、「巻き込まれ」「挟まれ」「感電」などを体感する施設を設置
しています。現在、モノづくり安全体感教育の充実を図るため
のプロジェクトを発足し、グループ全体に安全体感教育の浸透
を図るとともに安全文化構築の基礎となる「モノづくり安全体
感教育施設」の計画を進めています。当社のすべての従業員に
安全体感教育を受講させ、安全意識の高い人づくりを推進して
いきます。

安全文化の浸透
　当社グループは、安全文化の浸透に向けて、社長から安全に
関する方針や考え方を伝えるとともに、現場の声を聞く「安全タ
ウンホールミーティング」を2018年12月から継続開催してい
ます。2019年度は、グローバル全製造拠点を対象に約50回
の開催を予定しています。また、製造現場では、これまで「2S3

定（整理・整頓、定品・定量・定位置）」活動を推進してきました
が、今後は2S3定活動の範囲を安全活動まで広げ、安全文化の
浸透を図ります。

日立金属ネオマテリアル吹田工場 安全疑似体感学習センター
全従業員の安全意識向上のため活用することを目的に設置。
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